
データヘルス推進事業について

令和２年度第２回大分県医療費適正化推進協議会
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データヘルス推進事業 No.１ （データヘルス計画・分析等）
・保健医療介護データの連結による医療費分析（※年間を通じた実施）
① 全県におけるデータ連結分析
【分析対象】 市町村国保・協会けんぽ・後期高齢者医療
【分析内容】 脳血管疾患、生活習慣病
【委 託 先】 仙台白百合女子大学

② モデル自治体による保健・医療・介護データの連結による医療費分析
【モデル自治体】 豊後高田市、国東市､姫島村
【助言者（講師）】 仙台白百合女子大学 准教授 鈴木 寿則 氏
【内 容】 ・モデル自治体検討会（各２回）・共有会議・実践報告会（3月予定）

・モデル自治体の取組課題に応じたデータ抽出・分析・施策化（事業化）等

・第２期データヘルス計画中間評価研修の実施
【日 時】 令和２年１１月１１日（水）
【内 容】 ・講演 東京大学未来ビジョン研究センター 教授 古井祐司 氏

・意見交換
【参加者】 市町村（国保、健康増進、介護保険）、県（本庁、保健所）、国保連合会

・第２期データヘルス計画中間評価 モデル自治体検討会の実施
【日 時】 令和２年１２月４日（金）
【内 容】 ・協議検討及び助言、意見交換 大分市からの説明

助言者 東京大学未来ビジョン研究センター 教授 古井祐司 氏
【参加者】 大分市国保年金課・大分市保健所、大分県国民健康保険団体連合会、県国保医療課
（※各研修は、新型コロナウイルス感染症予防の観点からオンラインで実施）
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データヘルス推進事業 No.２ （特定健診・特定保健指導研修）

・市町村国保等、各医療保険者対象の研修会開催（大分県保険者協議会主催・共催）
平成３０年度から県国保医療課が大分県保険者協議会事務局（令和元年度から専任）となり、国保保険

者のみでなく全医療保険者を対象とした上記協議会主催での特定健診実施率向上研修、特定保健指導
従事者研修、生活習慣病重症化予防研修等を開催し、各市町村・各医療保険者・各圏域での糖尿病性腎
症重症化予防等、生活習慣病重症化予防の個別支援能力及び資質の向上を目指した研修会を実施した。

① 【研修名】特定健診実施率向上研修
【日 時】令和３年３月１７日（水）
【内 容】 「データ連結分析結果に基づく対象者に応じた適切・効果的な受診勧奨について（仮）」

モデル自治体６市町担当者 （株）キャンサー・スキャン担当者
【参加者】市町村国保、県（本庁、保健所）、国保連合会

②【研修名】第１回 特定保健指導従事者研修（生活習慣病重症化予防研修）
※大分県国保連主催、国保医療課共催

【日 時】令和２年８月２７日（木）
【内 容】行政説明 「大分県の健康課題の現状」 大分県健康づくり支援課主幹

説明 「KDBシステム抽出データから見る大分県」
大分県国民健康保険団体連合会 主査（総括）

講演 「食生活改善にむけて働き盛り世代への保健指導の実際」
大分県栄養士会 管理栄養士濱田美紀氏

【参加者】市町村、県（本庁、保健所）、国保連合会、保険者協議会構成機関 等
（後期高齢者広域連合､協会けんぽ、共済組合（警察・地方・市町村・教育）､健保組合）
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③【研修名】第２回 特定保健指導従事者研修（生活習慣病重症化予防研修）
【日 時】令和３年３月１７日（水）
【内 容】行政説明 大分県国保医療課

説明 「オンライン保健指導も含めたこれからの効果的・適切な保健指導について（仮）」
（株）日本生命担当者 （株）プリベント担当者

【参加者】市町村、県（本庁、保健所）、国保連合会、保険者協議会構成機関 等
（後期高齢者広域連合､協会けんぽ、共済組合（警察・地方・市町村・教育）､健保組合）

・大分県国民健康保険団体連合会主催研修（大分県委託事業）

【研修名】「特定健診･医療･介護データの連結による保健指導対象者抽出システム
（保険者データヘルス支援システム）」の活用研修

【日 時】令和３年１月２６日（火）
【内 容】行政説明 大分県国保医療課

説明 「システムの概要と分析結果からみる大分県の健康課題」
（株）ウエルクル システム本部本部長
「システムの活用について」
大分県国民健康保険団体連合会主査（総括）

操作説明・実技演習
【参加者】市町村、県、国保連合会
（※各研修は、新型コロナウイルス感染症予防の観点からオンラインで実施）

データヘルス推進事業 No.３ （特定健診・特定保健指導研修）
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データヘルス推進事業 No.４ （特定健診・生活習慣病重症化予防）
・特定健診個別健診集合契約

【内 容】 県医師会（受託医療機関）との集合契約による対象者が居住地以外の受託医療機関でも
特定健診が受診出来る体制整備（３年目）  実績有（個別健診での受託医療機関数増加）

・モデル自治体による特定健診個別健診実施率向上方策
①診療情報提供（みなし健診）のモデル実施による体制整備

【モデル自治体】 中津市、臼杵市、竹田市、杵築市
（※かかりつけ医等から、医療機関受診時の被保険者の検査データ等の情報提供を受け、

特定健康診査を受診したとみなす事業）のモデル自治体による2年目の取組を実施した。
②特定健診・がん検診等未受診者対策（分析及び勧奨通知）

【モデル自治体】 大分市、日出町

・特定健診実施率向上への関係機関との協議検討
【内 容】 市町村国保、県医師会、県国保連等、関係機関との協議検討を複数回実施した。

・各種普及啓発の実施
①「生活習慣病は重症化する病気です！」普及啓発の実施
【内 容】 40歳からの特定健診受診勧奨、生活習慣病重症化チェックリストの作成・周知
【手 段】 JR、バス、サイネージ、ホームページ、SNS（YouTube、ツイッター等）、リーフレット、ポスター
【閲覧回数等】ホームページ、SNSの閲覧回数は、70万回超（R2.12.28段階）

②特定健診受診促進の広報  テレビCMの実施（国保連合会）
③被保険者に向けた啓発リーフレット、ポスター等の配付
【内 容】 ● 一冊のお薬手帳活用  市町村国保及び後期高齢、協会けんぽ他、各医療保険者

● 生活習慣病重症化チェックリスト  同上
● その他
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特定健診実施率（市町村国保）

・全国で高い実施率で推移
・一方、未受診率57.6%の対象者
にどのように手を打つか？

出典：特定健診・特定保健指導の実施状況（法定報告データ）

データヘルス推進事業 No.５
（特定健診開始から１０年を経て）
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特定保健指導実施率（市町村国保）

・全国で高い実施率で推移
・一方、未実施率55.2%の対象者
にどのように手を打つか？

出典：特定健診・特定保健指導の実施状況（法定報告データ）

データヘルス推進事業 No.６
（特定保健指導開始から１０年を経て）
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データヘルス推進事業 No.7（重症化予防等普及啓発事業）ポスター
（ＪＲ、バス）
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ポスター（ＪＲ、バス）

デジタルサイネージ（街頭）
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デジタルサイネージ（ＪＲ）、雑誌（mogu2）

動画（２４秒、６秒）（Youtube,大分県twitter,大分県Instagram）
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パンフレット（ＯＣカード、大分銀行等）

Smartnews（スマートフォンアプリ）

特設Ｗｅｂサイト
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○○市

※モデル市町村により、資材の内容が一部異なっている場合があります。

データヘルス推進事業 No.８
（ポリファーマシー対策による服薬・医療費適正化事業）
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データヘルス推進事業 No.９
（特定健康診査に係る診療情報提供体制整備事業）

○○市
○○○ー○○○○ー○○○○

○○市

※モデル市町村により、資材の内容が一部異なっている場合があります。
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○○市

○○市

○○市
○○○ー○○○○ー○○○○
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